
高等学校 令和７年度　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

D. 単元　仕事と力学的エネルギー
【知識及び技能】
・仕事と仕事の原理、仕事率につ
いて理解することができる。
・力学的エネルギー保存則の指揮
を立てることができる。
【思考力・判断力・表現力等】
・力学的エネルギー保存則が使え
る場面と使えない場面を判断して
問題を解くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・アクティブラーニングに積極的
に参加する。

・指導事項
保存力のみが働く間面で、2点の
力学的エネルギーを結びつけると
で、力学的エネルギー保存則が立
式できることを理解する。
・教材
教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
仕事の原理について理解し、道具等を使って
も仕事量は不変であることを理解することが
できる。
【思考・判断・表現】
・仕事をする能力がエネルギーであることを
理解することができる。
・力学的エネルギー保存則の式を立てること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
アクティブラーニングに積極的に参加する。

○ ○ ○

C. 単元　運動の法則
【知識及び技能】
・力の3要素を理解し、物体にはた
らく力を書くことができる。
・物体に力が働くと運動方程式に
従う運動であることを理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
・静止している状態は力が釣り
合っていることを理解し、つり合
いの式で表すことができる。
・2物体の相対運動について、運動
方程式を立てることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・班員と協力しながら実験をする
ことができる。

・指導事項
力は常に交換されることを理解す
る。また、作用反作用を考えて力
のつり合いの式が立てられる。
・教材
教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等
実験結果をexcel等でグラフを作
成することができる。

【知識・技能】
物体に力がはたらいたとき、その物体は加速
度運動することを理解し、運動方程式を立て
ることができる。
【思考・判断・表現】
2物体がそれぞれ加速度運動する場合につい
て、それぞれの物体に対して運動方程式を立
てることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
班員と協力しながら実験を行い、結果をグラ
フにまとめることができる。

○ ○ ○

7

B. 単元　運動の表し方
【知識及び技能】
変位、速度、加速度の意味を理解
し、ベクトル量として計算するこ
とができる。
【思考力・判断力・表現力等】
物体の運動をv-tグラフやx-tグラ
フに表すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
班員と協力しながら実験をするこ
とができる。

・指導事項
乗り物の運動を例に、二津城生活
と関連付けながら、変位や速度、
加速度について理解する。
・教材
教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
変位、速度、加速度の意味を理解し、計算す
ることができる。
【思考・判断・表現】
物体の運動からグラフを作成および、正しい
グラフを選択することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
班員と協力しながら実験を行い、結果をグラ
フにまとめることができる。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　指数表示と有効数字
【知識及び技能】
測定値の桁数に注意して実験地の
計算を行うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
数学Ⅱで学習する指数の拡張およ
び、測定値の計算について、計算
練習を通して理解を深めさせる。
・教材
教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
指数表示および測定値の計算を行うことがで
きる。
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○ 〇 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

基本的な物理保存法則、公式、方程式の意味
を理解し、基本的な計算問題を解ける能力を
養う。

実験等を通して、身近な物理現象を科学的な視
点で物事をとらえ、判断し、表現することがで
きる。

自然の事物や現象に進んで関わり、主体的に
探求しようとしている。

物理基礎の評価の観点

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての観察、実験などを行い、それらに関する知識や、化学的に探究するために必要な観察、実験の技能を身に付ける。

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し表現する。

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度や生命の尊重、自然環境の保全に寄与する態度を育む。

物理基礎

A・B：山岸 C・D・E・F・G・H組：玉木

数研出版　『物理基礎』

昭和 理科 物理基礎
理科 物理基礎 2



○ 8

H. 単元　物質と電気
【知識及び技能】
・帯電の仕組みについて理解する
ことができる。
【思考力・判断力・表現力等】
・電力量と日常生活の結びつきに
ついて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
中学校で習う知識の確認をしなが
ら、帯電の仕組みについて理解す
る。
・教材
教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・帯電の仕組みや静電気についての基本的な
用語を理解することができる。
【思考・判断・表現】
・電気量や交流電流などを日常生活と結びつ
けて、計算を行うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○
合計

３
学
期

G 単元　音
【知識及び技能】
音波は縦波であることを理解して
問題を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
共鳴現象における開口単補正や音
の高さと振動数の関係について理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
実験やアクティブラーニングに積
極的に参加する。

・指導事項
気柱管の共鳴の仕組みは管楽器が
なる仕組みに用いられていること
など、日常とのつながりを理解す
る。
・教材
教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等
映像教材の視聴

【知識・技能】
音は縦波であることや音波も反射によって定
常波が生じることを理解できる。
【思考・判断・表現】
共鳴や共振の物理現象を日常生活と関連付け
ながら説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験を班員と協力しながら行い、結果をまと
めることができる。

○ ○

F 単元　波の性質
【知識及び技能】
日常生活にある波には、縦波や横
波があることを理解する。
波は平行に移動し、媒質はその場
で振動するものと理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
実験を通して、波の速さは媒質と
張力（張り具合）によってのみ決
まることを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
波の種類について自ら探求するこ
とができる。

・指導事項
波は平行移動するもの、媒質はそ
の場で振動するものということを
理解する。
・教材
教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等
実験レポートをワード等を使って
書く。

【知識・技能】
ｙ－ｘグラフとy-tグラフの特性を理解して
問題を解くことができる。
【思考・判断・表現】
反射する波や定常波などの時間変化を説明す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験を班員と協力しながら行い、結果をまと
めることができる。

○ ○ ○ 8

E. 単元　熱とエネルギー
【知識及び技能】
・熱は高温から低温へ向かって移
動することを理解できる。
・仕事と熱が同じ単位ジュールで
あらわされることを理解できる。
【思考力・判断力・表現力等】
・熱効率を日常生活と結びつけて
考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・班員と協力して実験を行うこと
ができる。

・指導事項
熱と仕事を物理的に結び付けた
ジュールの実験を例に、仕事と熱
の関係を理解する。
・教材
教科書、問題集
・一人１台端末の活用　等
Word等を使って実験レポートを書
くことができる。

【知識・技能】
・熱は高温から低温へ移動することを理解す
ることができる。
・比熱や熱容量といった物理量を正しく理解
することできる。
【思考・判断・表現】
・高温物体が失った熱量＝低温物体が得た熱
量の式を立てることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験結果を有効数字に気を付けながらまとめ
ることができる。

○ ○ ○

28

２
学
期



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科理科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（A組：五十嵐裕美） （B組：五十嵐裕美） （C組：五十嵐裕美） （D組：五十嵐裕美） （E組：木﨑幸子） （F組：五十嵐裕美）

生物基礎
理科 生物基礎 2

【思考力、判断力、表現力等】
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分析して解釈
し，表現するなど，科学的に探究している。

【学びに向かう力、人間性等】
自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（G組：木﨑幸子））（H組：木﨑幸子）

ｉ版　生物基礎　（啓林館）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けている。

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象についての基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けてい

生物や生物現象から問題を見いだし，見通しをもって
観察， 実験などを行い，得られた結果を分析して解
釈し，表現するなど，科学的に探究している。

生物や生物現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

生態系のバランスについての理解と
生態系保全の重要性を認識する。
・教材
教科書、図説、ICT教材
・一人１台端末の活用
各自の端末を使用して、課題の取組
みやクラス全体への発表、フィード
バックなどを行う。

第６章　生態系とその保全
【知識及び技能】生態系を食物連鎖の関係で把握する
ことができ，それぞれの量的関係を理解できる。キー
ストーン種について理解し、様々なデータから，環境
問題の原因を推測できる。生物多様性を保全すること
の重要性がわかる。
【思考力、判断力、表現力等】生態系の成り立ちと構
成要素について考えることができ、生態系のバランス
について考えることができる。外来生物の影響につい
て考えることができる。絶滅について考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】生態系をどのように把
握できるか関心を持っている。生態系を構成する生物
種数の変化が生態系にどのような影響を与えるかにつ
いて理解しようとする。生態系に与える人間生活の影
響について関心をもち、環境問題などについて関心を
もっている。

〇 〇 〇 7

配当
時数

１
学
期

第５章　植生と遷移
【知識及び技能】植生の一次遷移に
伴って植物種数や環境要因の変化を
グラフ化し，読みとることができる
ようになる。気温と降水量のデータ
から各地のバイオームを予想でき、
水平分布，垂直分布がわかるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】植物
の生活形に影響する環境要因があ
り、遷移の過程には環境要因が関
わっていることを考察できるように
なる。バイオームが成立する際の環
境要因について考えることができ、
バイオームと地理的な関係がわかる
ようになる。
【学びに向かう力、人間性等】植物
の生活に影響を及ぼす環境要因を考
察する意欲を持つようになる。植生
の変化に注目し，その要因に関心を
持ち、世界と日本のバイオームの特
色に関心を持つようになる。

陸上には様々な植生が見られ，植生
は長期的に移り変わっていくことを
理解する。
気候に適応した様々なバイオームが
成立していることとその特徴を学
ぶ。
生態系のバランスについての理解と
生態系保全の重要性を認識する。
・教材
教科書、図説、ICT教材
・観察
近隣の公園の植生を、フィールド
ワークで観察する。

第５章　植生と遷移
【知識及び技能】植物の形態に環境への適応が現れる
例があり，光要因も大きな要因のひとつであることが
分かる。植生の一次遷移に伴って植物種数や地表照
度，土壌の厚さ，土壌有機物％などの変化をグラフ化
し，読みとることができる。気温と降水量のデータか
ら各地のバイオームを予想でき、水平分布，垂直分布
がわかる。
【思考力、判断力、表現力等】植物の生活形に影響す
る環境要因には主に水・土壌・温度・光があり、荒原
が草原、森林へと変化してゆく過程には環境要因が関
わっていることを考察する。バイオームが成立する際
の環境要因について考えることができ、バイオームが
成立する際の環境要因と日本の地理的な関係がわか
る。
【学びに向かう力、人間性等】植物の生活に影響を及
ぼす環境要因を考察する意欲を持つ。植生の変化に注
目し，その要因に関心を持ち、世界と日本のバイオー
ムの特色に関心を持つ。

〇 〇 〇 8

第６章　生態系とその保全
【知識及び技能】生態系を食物連鎖
の関係で把握することができ，それ
ぞれの量的関係を理解できるように
なる。キーストーン種について理解
し、CODや下水道普及率のデータか
ら，アオコの原因を推測できる。生
物多様性を保全することの重要性が
わかるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】生態
系の成り立ちと構成要素について考
えることができ、生態系のバランス
について考えることができるように
なる。
【学びに向かう力、人間性等】生態
系をどのように把握できるか関心を
持っているようになる。生態系に与
える人間生活の影響について関心を
もち、環境問題などについて関心を
もつようになる。 1定期考査 ○ ○ 〇



１
学
期

第１章　生物の特徴【知識・技能】
生物の多様性と生物の共通点がわか
るようになる。単細胞生物と多細胞
生物の構造と働きを理解する。代謝
におけるエネルギーについて考える
ことができ、ＡＴＰが果たす役割に
ついて理解し、酵素反応の特徴を理
解できるようになる。光合成の場で
ある葉緑体と呼吸の場であるミトコ
ンドリアを理解できるようになる。
【思考・判断・表現】細胞小器官の
名称と働きを理解し，原核生物と真
核生物の共通点と相違点を考えるこ
とができるようになる。酵素の働き
について考えることができ、細胞内
での光合成の場と呼吸の場を葉緑体
やミトコンドリアと関連させること
ができるようになる。
【主体的に学習に取り組む態度】生
命活動に必要なエネルギーと代謝に
ついて調べようとし、ＡＴＰとエネ
ルギーの移動，酵素の役割について
関心を持つようになる。光合成と呼
吸の反応とエネルギーの転換を関連
させて考えることができるようにな
る。

・指導事項
生物は多様でありながら共通性を
もっていることを理解し，細胞お
よび生物の構造について学ぶ。
生物の活動に必要なエネルギーの
出入りと，生物に必要な物質の合
成や分解について学ぶ。

・教材
教科書、図説、ICT教材
・一人１台端末の活用
各自の端末を使用して、課題の取
組みやクラス全体への発表、
フィードバックなどを行う。

【知識・技能】生物群の系統樹上での類縁関係と多様
な生物の共通点がわかる。単細胞生物の構造と働き，
多細胞生物の構造と働きの例をあげることができる。
代謝におけるエネルギーについて考えることができ
る、ＡＴＰが果たす役割について理解し、酵素反応の
特徴を理解できる。光合成の場である葉緑体と呼吸の
場であるミトコンドリアを理解する。
【思考・判断・表現】　生物としての共通の特徴をあ
げることができ，多様な生物群が単一の共通先祖に由
来すると考えることができる。細胞小器官の名称と働
きを理解し，原核生物と真核生物の共通点と相違点を
考えることができる。酵素の働きについて考えること
ができ、細胞内での光合成の場と呼吸の場を葉緑体や
ミトコンドリアと関連させることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】多様な生物に関心を
持ち，形態や生活の多様さを知ろうとする意欲を持っ
ている。生命活動に必要なエネルギーと代謝について
調べようとし、ＡＴＰとエネルギーの移動，酵素の役
割について関心を持つ。細胞小器官の特徴と働きに注
目する。生命活動に必要なエネルギーと代謝について
調べようし、ＡＴＰとエネルギーの移動，酵素の役割
について関心を持つ。光合成と呼吸の反応とエネル
ギーの転換を関連させて考えることができる。

○ ○ ○ 10

○ ○ 〇 1

1

２
学
期

第２章　遺伝子とその働き
【知識・技能】ＤＮＡの二重らせ
ん構造と塩基の相補性の重要性が
理解できるようになる。遺伝情報
の複製の仕組みを理解し、細胞周
期と遺伝情報の分配の時期がわか
るようになる。塩基配列と遺伝情
報の関係，翻訳の過程を理解し，
遺伝情報が転写されたｍＲＮＡの
役割を理解することができるよう
になる。タンパク質が生命現象と
関連していると考えることがで
き、複雑に遺伝子の発現調節が行
われていることがわかるようにな
る。
【思考・判断・表現】ＤＮＡの塩
基配列が遺伝情報となると考える
ことができ、ＤＮＡの複製家庭を
表現できるようになる。細胞周期
と染色体の変化の関係を考えるこ
とができるようになる個体を構成
する細胞は遺伝的に同一で，部位
によって発現する遺伝子が異なる
と考えることができるようにな
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝子が親から子へと伝えられる
因子であること，ＤＮＡの特徴に
ついて関心をもち考えようとする
ようになる。ＤＮＡが複製される
ことにより，遺伝情報が伝えられ
ることを調べようとし、体細胞分
裂と細胞周期に関心を持つように
なる。タンパク質やＲＮＡとタン
パク質の構造，および転写と翻訳
のしくみ、遺伝情報をゲノムとと

・指導事項
生物と遺伝子について探究を通し
て，細胞の働き及びDNAの構造と
機能の概要を理解する。DNAが複
製され分配されることにより，遺
伝情報が伝えられることを理解す
る。DNAの情報に基づいてタンパ
ク質が合成されることを理解す
る。
・教材
教科書、図説、ICT教材
・一人１台端末の活用
各自の端末を使用して、課題の取
組みやクラス全体への発表、
フィードバックなどを行う。

【知識・技能】DNAの抽出について理解し、ＤＮＡ
の二重らせん構造と塩基の相補性の重要性が理解
できる。遺伝情報の複製は塩基配列の相補的な複
製であることを理解し、遺伝情報の分配の時期が
わかる。塩基配列と遺伝情報の関係と，アミノ酸
配列がタンパク質の種類を決める事や転写と翻訳
の過程を理解し，遺伝情報が転写されたｍＲＮＡ
の役割を理解することができる。タンパク質が生
命現象と関連して多様な働きをしていると考える
ことができ、遺伝子の発現は複雑に調節されてい
ることがわかる。
【思考・判断・表現】ＤＮＡの二重らせん構造に
おける塩基配列が遺伝情報となると考えることが
でき、母細胞のＤＮＡの複製は塩基配列の相補的
な複製であることが表現できる。細胞周期と染色
体の変化の関係を考えることができる。ＤＮＡの
塩基配列の情報がタンパク質のアミノ酸配列の情
報になると対応することができ、遺伝情報である
塩基配列が，アミノ酸配列に翻訳されると考える
ことができる。個体を構成する細胞は遺伝的に同
一で，部位によって発現する遺伝子が異なると考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】遺伝子が親から
子へと伝えられる因子であること，ＤＮＡの特徴
について関心をもち考えようとする。ＤＮＡが複
製されることにより，遺伝情報が伝えられること
を調べようとし、体細胞分裂と細胞周期が染色体
の変化によって観察できることに関心を持つ。タ
ンパク質やＲＮＡとタンパク質の構造，および転
写と翻訳のしくみ、遺伝情報をゲノムととらえる
こと及びゲノム医療など最新の医学的話題にも関
心を持つ。

〇 〇 〇 14

定期考査

定期考査 ○ ○ 〇
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第３章　ヒトの体の調節
【知識及び技能】体内環境とは体液
の環境であり，恒常性が重要である
こと、体液の成分や働き，循環系を
理解出来るようにする。心拍は自律
神経によってもアドレナリンという
ホルモンによっても調節を受けてい
ることを理解できるようにする。特
定の内分泌腺からは特定のホルモン
が分泌され，血液で運ばれてきまっ
た細胞に働き、ホルモン量はフィー
ドバック調節されていることを、血
糖濃度調節の仕組みを通して理解さ
せる。体温調節の仕組み、体内の水
分調節の仕組みを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】生物
の体内環境は一定に保たれており、
恒常性は、循環系を原動力に様々な
臓器の働き・調節により維持されて
いることを理解する。体液の恒常性
における肝臓や腎臓の働きを考える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体内
環境の恒常性に関心を持ち、体内環
境の恒常性に自律神経がかかわって
いることを調べようとするようにな
る。多様なホルモンが特定の内分泌
腺から分泌されていることや肝臓・
腎臓の機能に関心を持ち，体液の恒
常性に果たす役割を知ろうとするよ
うになる。

体内環境の恒常性が保たれている
しくみを理解する。体内環境の維
持に自律神経とホルモンがかか
わっていることを理解する。
・教材
教科書、図説、ICT教材
・一人１台端末の活用
各自の端末を使用して、課題の取
組みやクラス全体への発表、
フィードバックなどを行う。

【知識及び技能】体内環境とは体液の環境であ
り，恒常性が重要であること、体液の成分や働
き，循環系を理解する。心拍は自律神経によって
もアドレナリンというホルモンによっても調節を
受けていることを理解する。特定の内分泌腺から
は特定のホルモンが分泌され，血液で運ばれてき
まった細胞に働き、ホルモン量はフィードバック
調節されており、血糖濃度とインスリン濃度の効
果を理解することができる。体温調節には，肝臓
や筋肉汗腺が重要な働きをしていることがわか
る。水分調節はバソプレシンや，鉱質コルチコイ
ドの作用により水が再吸収されることがわかる。
【思考力、判断力、表現力等】生物の体内環境が
一定に保たれており、循環系と体液の働きを考え
ることができる。動物の恒常性が自律神経および
ホルモンにより器官の活動が調節されており，
フィードバック調節されていることを考えること
ができる。体液の恒常性における肝臓や腎臓の働
きを考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】体内環境の恒常性
に関心を持ち、体内環境の恒常性に自律神経がか
かわっていることを調べようとする。多様なホル
モンが特定の内分泌腺から分泌されていることや
肝臓・腎臓の機能に関心を持ち，体液の恒常性に
果たす役割を知ろうとする。

○ ○ ○
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学
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定期考査 ○ ○ 〇 1

３
学
期

第４章　免疫
【知識及び技能】生体防御には異
物に対する防御と自然免疫，獲得
免疫があることを理解できるよう
になる。微生物が共通してもつパ
ターンを認識しての防御反応であ
ることを理解できるようになる。
免疫寛容に関係するリンパ球の選
択を理解し、生体に異物が侵入し
てから起こる経過を体液性免疫と
細胞性免疫にわけて理解できるよ
うになる。予防接種，ワクチンと
免疫の関係がわかるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】マ
クロファージの食作用を観察して
免疫について考えることができ、
自然免疫を獲得免疫と対比させて
考えることができるようになる。
体液性免疫と細胞性免疫を説明で
き、アレルギーなどの免疫反応を
例をあげて説明できるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】免
疫とそれにかかわる細胞の働きに
ついて調べようとし、免疫のしく
みに関心を持つようになる。予防
接種や感染症との関連も含めて，

免疫とそれにかかわる物質や細胞
の働きについて理解する。
・教材
教科書、図説、ICT教材
・一人１台端末の活用
各自の端末を使用して、課題の取
組みやクラス全体への発表、
フィードバックなどを行う。

【知識及び技能】生体防御には異物に対する防御
と自然免疫，獲得免疫があることを理解する。微
生物が共通してもつパターンを認識しての防御反
応であることを理解する。免疫寛容に関係するリ
ンパ球の選択を理解し、生体に異物が侵入してか
ら起こる経過を体液性免疫と細胞性免疫にわけて
理解する。予防接種，ワクチンと免疫の関係がわ
かる。
【思考力、判断力、表現力等】マクロファージの
食作用を観察して免疫について考えることがで
き、自然免疫を獲得免疫と対比させて考えること
ができる。体液性免疫と細胞性免疫を説明でき、
アレルギーなどの免疫反応を例をあげて説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】免疫とそれにかか
わる細胞の働きについて調べようとし、免疫のし
くみに関心を持つ。予防接種や感染症との関連も
含めて，免疫に関する話題に興味を持つ。

○ ○

合計

70

○ 14

定期考査 ○ ○ 〇 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

理科
理科 化学基礎 3

（　A組：　柏野　）（　B組：　島岡　）（　C組：島岡　）（　D組：　島岡　）（　E組：島岡　）（　F組：　柏野　）（　G組：　島岡　）（　H組：柏野　）

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物質とその変化について，基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
また，物質とその変化に関する観察，実験などを行い，基本
操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記
録，整理し，自然の事物・現象を科学的に探究する技能の基
礎を身に付けている。

物質とその変化の中に問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察し，導き出した考えを
的確に表現している。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

実教出版『化学基礎　academia』

理科

態
配当
時数

１
学
期

A 物質の探究
【知識及び技能】
　物質が粒子であることを理解し
ている。分離操作を理解し実験を
行うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　粒子と熱運動の関係を理解し、
物質の三態の状態と関連付けるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら実験に参加し、実験の基本
的操作を行うことができる。

・指導事項
　物質が粒子から構成されている
ことをイメージさせ、粒子の熱運
動と物質の三態を関連付けて説明
する。
・教材
教科書，資料集，ワークブック，
実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質が粒子から構成されていることを理解して
いる。適切な分離方法を選択し、安全に実行する
ことができる。
【思考・判断・表現】
　粒子と熱運動の関係を理解し、熱運動と物質の
三態の関係を説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極的に実験に参加し、取り組むことができ
る。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

E 金属結合・化学結合と物質
【知識及び技能】
　自由電子について理解し、金属
結晶の特徴を理化している。
【思考力、判断力、表現力等】
　金属結晶の性質を理解し、単位
格子中の原子数を導くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　金属原子の特徴を理解し、金属
が身の回りでどのように利用され
ているか関連付けて学ぶことがで

・指導事項
　自由電子について理解させ、結
晶の性質に関連付けて理解できる
ように指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブック，
実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　自由電子について理解し、金属結晶の特徴を理
解している。
【思考・判断・表現】
　金属結晶の性質を理解するとともに、単位格子
中の原子数などを導くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　合金などみのまわりに金属がどのように利用さ
れているのか自ら調べることができる。各結合に
よる結晶の特徴を自らまとめることができる。

10

定期考査
○ ○ 1

B 物質の構成粒子
【知識及び技能】
　原子の構造を理解させ、価電子
が各元素の性質に大きく寄与して
いることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　元素記号から陽子・中性子・電
子の数を読み取ることができる。
元素周期表の特徴を理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　電子殻のs軌道、p軌道を理解
し、自ら学ぶ電子配置について学
ぶことができる。

・指導事項
　電子配置を書くことができ、最
外殻電子の重要性を理解できるよ
うに指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブック，
実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　最外殻電子が元素の性質に大きな影響を与える
ことを理解している。元素周期表の特徴を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
　電子配置図を書くことができる。イオン式を書
くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　元素周期表の特徴を理解し、イオン化エネル
ギーや原子半径・イオン半径などを元素周期表と
関連付けて説明できる。

○ ○ ○

○ ○

3

D 共有結合と分子間力
【知識及び技能】
　共有結合の原理を理解してい
る。分子間力の定義を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　価電子と共有結合の関係を理解
し、構造式を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
共有結合の原理と分子間力につい
て理解させる。分子結晶と共有結
合の結晶の違いを確認させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック，
実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　共有結合の原理と分子間力について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　価電子の状態を電子式を用いて表現することが
できる。分子式から構造式を書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　共有結合の原理を理解し、自ら進んで分子式・
構造式を書くことができる。

○ ○ ○ 9

C イオン結合
【知識及び技能】
　イオン結合の特徴を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　イオン結合の単位格子中のイオ
ン数を導くことができる。組成式
を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　イオン結合による物質の身の回
りにあるものを結び付けて学ぶこ
とができる。

・指導事項
　イオンの生成原理の復習を行う
と主に、イオン結合による結晶の
特徴を理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック，
実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　イオン結合およびイオン結晶の特徴を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　組成式を書くことができる。イオン結晶の結晶
格子を理解し、格子内のイオン数を導くことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　イオン結晶の性質を理解し、自ら学習すること
ができる。

○ ○ ○

○ ○ ○ 4

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての観察、実験などを行い、それらに関する知識や、化学的に探究するために必要な
観察、実験の技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果
を分析して解釈し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度や生命の尊重、自然環境の保全に寄与する
態度を育む。

1
定期考査



○ 14

J 単元　酸素を含む脂肪族化合物
【知識及び技能】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴
と反応を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　実験結果やその物質の持つ特徴
からその物質を判別し、構造式や
反応式を書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴
を自ら調べ学習することができ
る。

・指導事項
　原子の構造と電子配置と原子の
性質の関係性を理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴を理解してい
る。名称をつけることができる。
【思考・判断・表現】
　実験結果やその物質の持つ特徴からその物質を
判別し、構造式や反応式を書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴を自ら調べ、各
物質の反応性と結び付けることができる。

○ ○ ○ 8３
学
期

I 単元　有機化合物の特徴と分類
【知識及び技能】
　有機化合物の官能基などによる
分類方法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　実験結果から構造式を導くこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　有機化合物の特徴を理解し、身

・指導事項
　原子の構造と電子配置と原子の
性質の関係性を理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　有機化合物を分類できる。
【思考・判断・表現】
　実験結果から分子式を見出し、その試薬の特徴
からその分子の構造式を導くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日常生活にある有機化合物の特徴を自ら調べ、
分類することができる。

○ ○

・指導事項
　酸化・還元の定義を説明し、ま
た、酸化剤・還元剤の半反応式の
書き方を電荷の総和について詳し
く説明することを心がける。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　酸化と還元の定義を理解している。酸化剤と還
元剤のはたらきを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
酸化剤・還元剤の働きを表す反応式を書く事がで
きる。酸化還元滴定の原理を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸化還元反応を起こりやすさを金属イオン化傾
向を用いて自ら学習することができる。

〇 〇

２
学
期

F 物質量と化学反応式
【知識及び技能】
　分子量・式量を理解し、物質量
と濃度の計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　質量保存の法則を理解し、化学
反応式を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質量・濃度の計算をあきらめ
ずに最後まで理解しようとする姿
勢があるかどうか。

・指導事項
　演習問題を充実させ、物質量・
濃度の計算をできるようにする。
また化学反応式と物質量の量的関
係を丁寧に説明する。
・教材
教科書，資料集，ワークブック，
実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質量の考え方を理解している。化学反応式の
書き方を理解している。
【思考・判断・表現】
　物質量・濃度・化学反応式を書くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質量と化学反応式の量的関係を理解し、説明
できる。

○ ○

H 単元  酸化還元反応
【知識及び技能】
　酸化と還元の定義を理解してい
る。酸化剤と還元剤のはたらきを
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
酸化剤・還元剤の働きを表す反応
式を書く事ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸化還元反応を起こりやすさを
金属イオン化傾向を用いて自ら学
習することができる。

G 酸と塩基
【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　電離と酸・塩基の関係を説明す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　pHと酸・塩基の関係を理解し、
身のまわりの物資のpHについて自
ら調べている。中和滴定の実験に
積極的に取り組んでいる。

・指導事項
　酸・塩基の定義を理解させ、pH
との関係を説明する。中和滴定の
実験を通して濃度を求める事がで
きるように指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブック，
実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解し、pHを求めたり、中和
滴定の実験を的確にする事ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電離と酸・塩基の関係を説明することができ
る。中和滴定を用いて未知の濃度を求める事がで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　pHと酸・塩基の関係を理解し、身のまわりの物
資のpHについて自ら調べている。中和滴定の実験
に積極的に取り組んでいる。

○ ○

105

○ 9

K 単元　脂肪族炭化水素
【知識及び技能】
　炭化水素の特徴と反応を理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　実験結果やその物質の持つ特徴
からその物質を判別し、構造式や
反応式を書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　脂肪族の特徴を自ら調べ学習す
ることができる。

・指導事項
　原子の構造と電子配置と原子の
性質の関係性を理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴を理解してい
る。名称をつけることができる。
【思考・判断・表現】
　実験結果やその物質の持つ特徴からその物質を
判別し、構造式や反応式を書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴を自ら調べ、各
物質の反応性と結び付けることができる。

○ ○ ○

8

合計

〇 16

○ 14



高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（A～H組：橋本）

理科 物理
理科 物理 2

物理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物理的な事物・現象について観察や実験を行
い、物理的法則に基づいて現象を理解すること
ができる

自然の事物・現象の中から物理的な立場で問題
を見出し、観察、実験を中心に科学の方法を適
用しながら問題を解決する態度を養う。

目的意識をもって観察，実験などを行い，物理
学的に探究する能力と態度を育てるとともに，
物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的な自然観を育成する

総合物理１　啓林館

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての観察、実験などを行い、それらに関する知識や、化学的に探究するために必要な観察、実験の技能を身に付ける。

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し表現する。

自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度や生命の尊重、自然環境の保全に寄与する態度を育む。

態
配当
時数

１
学
期

A 平面運動
【知識及び技能】
　平面で変位や速度加速度を理解
できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　水平投射や斜方投射を成分ごと
に分解して考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

・平面運動
　変位、速度、加速度、相対速度

・水平投射
　水平投射、自由落下との同時性

・斜方投射
　斜方投射、モンキーハンティン
グ

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

9

定期考査
○ ○ 〇 1

B 剛体のつり合い
【知識及び技能】
　剛体の性質について理解でき
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　力のモーメントを考えた剛体の
つり合いについて考えることがで
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
　日常生活に重心を結びつけて考
えることができる。

・剛体のつり合い
　平行な2力の合成、偶力

・力のモーメント
　力のモーメント、剛体のつり合
い

・重心
　重心の座標、不安定なつり合い

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ ○

9

D 円運動
【知識及び技能】
　等速円運動について理解するこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　非等速円運動や遠心力について
考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】

・等速円運動
　速さ、加速度、等速円運動の運
動方程式

・慣性力、遠心力
　慣性力、遠心力、慣性系と非慣
性系

・非等速円運動
　非等速円運動、ジェットコース
ター

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物

○ ○ 8

C 運動量と力積
【知識及び技能】
　運動量と運動量保存則を理解す
ることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　運動量保存則と力学的エネル
ギー保存則を結びつけて考えるこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・運動量保存則
　運動量、運動量保存則

・反発係数
　反発係数
　
・運動量保存則と力学的エネル
ギー保存則
　運動量保存則と力学的エネル
ギー保存則の適用範囲

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ ○

・万有引力
　万有引力の公式、キャベン
ディッシュの実験、第1宇宙速度

・万有引力の力学的エネルギー保
存則
　第2宇宙速度

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

〇 〇 5

1

２
学
期

A 単振動
【知識及び技能】
　単振動の公式を導くことができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　ばね振り子や単振り子について
考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・単振動の公式
　変位、速度、加速度

・水平ばね振り子
　変位、速度、加速度、周期

・鉛直ばね振り子
　変位、速度、加速度、周期

・単振り子
　近似、周期、周期の実験

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

〇 〇 〇 7

B 万有引力
【知識及び技能】
　万有引力を用いて基本的な惑星
の運動を考えることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　第1宇宙速度や第2宇宙速度の導
出ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　

定期考査
○ ○ 〇



・万有引力
　万有引力の公式、キャベン
ディッシュの実験、第1宇宙速度

・万有引力の力学的エネルギー保
存則
　第2宇宙速度

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

〇 〇 5

２
学
期

B 万有引力
【知識及び技能】
　万有引力を用いて基本的な惑星
の運動を考えることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　第1宇宙速度や第2宇宙速度の導
出ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　

1

C 熱・気体分子の運動
【知識及び技能】
　ボイルシャルルの法則や気体の
状態方程式を用いて基本的な計算
ができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　気体の状態変化や気体の内部エ
ネルギーの変化から熱サイクルに
おける熱効率を求めることができ
る。

【学びに向かう力・人間性等】
　実験への積極的な参加

・ボイルシャルルの法則

・理想気体の状態方程式

・気体の分子運動論

・内部エネルギー

・気体の状態変化
　定圧変化、定積変化、等温変
化、断熱変化、モル比熱

・熱サイクル、熱効率
　熱機関

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

〇 〇 〇 11

定期考査 〇 〇 〇

〇 〇 〇 1

1

3
学
期

A 波動(平面波・音)
【知識及び技能】
　1次元方向に伝わる波の式の意味
を理解することができる。
　ドップラー効果の式を導出する
ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　平面波の反射や干渉、回折の現
象について考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・波の式
　単振動を考えた波の式

・平面波
　反射、干渉、回折

・ドップラー効果
　ドップラー効果、実験

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

〇 〇 〇 10

定期考査

定期考査 〇 〇 〇

合計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科理科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組 （選択）

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（AB組：五十嵐裕美）（CD組：五十嵐裕美）（GH組：廣森真史）

生物基礎
理科 生物総合 2

【学びに向かう力、人間性等】
自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校生物　（啓林館）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分析して解釈
し，表現するなど，科学的に探究している。

生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を身に付けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・指導事項
生物と遺伝子について探究を通し
て，細胞の働き及びDNAの構造と
機能の概要を理解する。DNAが複
製され分配されることにより，遺
伝情報が伝えられることを理解す
る。DNAの情報に基づいてタンパ
ク質が合成されることを理解す
る。
・教材
教科書、図説、ICT教材
・一人１台端末の活用
各自の端末を使用して、課題の取
組みやクラス全体への発表、
フィードバックなどを行う。

【知識・技能】DNAの抽出について理解し、ＤＮＡ
の二重らせん構造と塩基の相補性の重要性が理解
できる。遺伝情報の複製は塩基配列の相補的な複
製であることを理解し、遺伝情報の分配の時期が
わかる。塩基配列と遺伝情報の関係と，アミノ酸
配列がタンパク質の種類を決める事や転写と翻訳
の過程を理解し，遺伝情報が転写されたｍＲＮＡ
の役割を理解することができる。タンパク質が生
命現象と関連して多様な働きをしていると考える
ことができ、遺伝子の発現は複雑に調節されてい
ることがわかる。
【思考・判断・表現】ＤＮＡの二重らせん構造に
おける塩基配列が遺伝情報となると考えることが
でき、母細胞のＤＮＡの複製は塩基配列の相補的
な複製であることが表現できる。細胞周期と染色
体の変化の関係を考えることができる。ＤＮＡの
塩基配列の情報がタンパク質のアミノ酸配列の情
報になると対応することができ、遺伝情報である
塩基配列が，アミノ酸配列に翻訳されると考える
ことができる。個体を構成する細胞は遺伝的に同
一で，部位によって発現する遺伝子が異なると考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】遺伝子が親から
子へと伝えられる因子であること，ＤＮＡの特徴
について関心をもち考えようとする。ＤＮＡが複
製されることにより，遺伝情報が伝えられること
を調べようとし、体細胞分裂と細胞周期が染色体
の変化によって観察できることに関心を持つ。タ
ンパク質やＲＮＡとタンパク質の構造，および転
写と翻訳のしくみ、遺伝情報をゲノムととらえる
こと及びゲノム医療など最新の医学的話題にも関
心を持つ。

○ ○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

生物基礎「生物の特徴」復習
【知識・技能】生物の多様性と生
物の共通点がわかるようになる。
単細胞生物と多細胞生物の構造と
働きを理解する。代謝におけるエ
ネルギーについて考えることがで
き、ＡＴＰが果たす役割について
理解し、酵素反応の特徴を理解で
きるようになる。光合成の場であ
る葉緑体と呼吸の場であるミトコ
ンドリアを理解できるようにな
る。
【思考・判断・表現】細胞小器官
の名称と働きを理解し，原核生物
と真核生物の共通点と相違点を考
えることができるようになる。酵
素の働きについて考えることがで
き、細胞内での光合成の場と呼吸
の場を葉緑体やミトコンドリアと
関連させることができるようにな
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
生命活動に必要なエネルギーと代
謝について調べようとし、ＡＴＰ
とエネルギーの移動，酵素の役割
について関心を持つようになる。
光合成と呼吸の反応とエネルギー

・指導事項
生物は多様でありながら共通性を
もっていることを理解し，細胞お
よび生物の構造について学ぶ。
生物の活動に必要なエネルギーの
出入りと，生物に必要な物質の合
成や分解について学ぶ。

・教材
教科書、図説、ICT教材
・一人１台端末の活用
各自の端末を使用して、課題の取
組みやクラス全体への発表、
フィードバックなどを行う。

【知識・技能】生物群の系統樹上での類縁関係と
多様な生物の共通点がわかる。単細胞生物の構造
と働き，多細胞生物の構造と働きの例をあげるこ
とができる。代謝におけるエネルギーについて考
えることができる、ＡＴＰが果たす役割について
理解し、酵素反応の特徴を理解できる。光合成の
場である葉緑体と呼吸の場であるミトコンドリア
を理解する。
【思考・判断・表現】　生物としての共通の特徴
をあげることができ，多様な生物群が単一の共通
先祖に由来すると考えることができる。細胞小器
官の名称と働きを理解し，原核生物と真核生物の
共通点と相違点を考えることができる。酵素の働
きについて考えることができ、細胞内での光合成
の場と呼吸の場を葉緑体やミトコンドリアと関連
させることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】多様な生物に関
心を持ち，形態や生活の多様さを知ろうとする意
欲を持っている。生命活動に必要なエネルギーと
代謝について調べようとし、ＡＴＰとエネルギー
の移動，酵素の役割について関心を持つ。細胞小
器官の特徴と働きに注目する。生命活動に必要な
エネルギーと代謝について調べようし、ＡＴＰと
エネルギーの移動，酵素の役割について関心を持
つ。光合成と呼吸の反応とエネルギーの転換を関
連させて考えることができる。

○ ○ ○ 6

生物基礎「遺伝子とその働き」復
習
【知識・技能】ＤＮＡの二重らせ
ん構造と塩基の相補性の重要性が
理解できるようになる。遺伝情報
の複製の仕組みを理解し、細胞周
期と遺伝情報の分配の時期がわか
るようになる。塩基配列と遺伝情
報の関係，翻訳の過程を理解し，
遺伝情報が転写されたｍＲＮＡの
役割を理解することができるよう
になる。タンパク質が生命現象と
関連していると考えることがで
き、複雑に遺伝子の発現調節が行
われていることがわかるようにな
る。
【思考・判断・表現】ＤＮＡの塩
基配列が遺伝情報となると考える
ことができるようになる。個体を
構成する細胞は遺伝的に同一で，
部位によって発現する遺伝子が異
なると考えることができるように
なる。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝子が親から子へと伝えられる
因子であること，ＤＮＡの特徴に
ついて関心をもち考えようとする
ようになる。ＤＮＡが複製される
ことにより，遺伝情報が伝えられ
ることを調べようとし、体細胞分
裂と細胞周期に関心を持つように
なる。

1定期考査 ○ ○ 〇



１
学
期

生物の進化
【知識及び技能】
生物界の変遷と系統を理解すると
ともに、遺伝的多様性と自然選
択、遺伝的浮動を中心とした進化
のしくみを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
集団内の遺伝子頻度を数学的に理
解させる。分子系統樹の読み取り
や作成ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
進化がどのように裏づけられ，そ
のしくみがどのように説明されて
いるかを調べようとする。自然選
択による進化を考える態度を育て

【知識・技能】
生物界の変遷と系統を理解すると
ともに、遺伝的多様性と自然選
択、遺伝的浮動を中心とした進化
のしくみを理解している。
【思考・判断・表現】
集団内の遺伝子頻度を数学的に理
解することができる。分子系統樹
の読み取りや作成を行うことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
進化がどのように裏づけられ，そ
のしくみがどのように説明されて
いるかを調べられる。自然選択に
よる進化を考える態度が身につい

【知識・技能】
生物界の変遷と系統を理解するとともに、遺伝的
多様性と自然選択、遺伝的浮動を中心とした進化
のしくみを理解している。
【思考・判断・表現】
集団内の遺伝子頻度を数学的に理解することがで
きる。分子系統樹の読み取りや作成を行うことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
進化がどのように裏づけられ，そのしくみがどの
ように説明されているかを調べられる。自然選択
による進化を考える態度が身についている。

○ ○ ○ 14

・指導事項
　生物の体を構成する物質、電子
顕微鏡で見る真核細胞の構造、細
胞分画法
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識及び技能】
　生物体を構成する有機物や無機物，細胞との関
係がわかる。
【思考力、判断力、表現力等】
細胞の内部構造とそれを構成する細胞小器官とよ
ばれるさまざまな構造体や細胞骨格などの特徴，
また，生体膜について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　細胞小器官や細胞の働きを分子レベルで調べよ
うとする。

○ ○ ○ 6

1

２
学
期

C 単元　生体物質と細胞
【知識及び技能】
　生物体を構成する有機物や無機
物，細胞との関係を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　細胞の内部構造とそれを構成す
る細胞小器官とよばれるさまざま
な構造体や細胞骨格などの特徴，
また，生体膜について考えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　細胞小器官や細胞の働きを分子
レベルで調べようとする意欲を高
める。

・指導事項
　生物の体を構成する物質、電子
顕微鏡で見る真核細胞の構造、細
胞分画法
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識及び技能】
　生物体を構成する有機物や無機物，細胞との関
係がわかる。
【思考力、判断力、表現力等】
細胞の内部構造とそれを構成する細胞小器官とよ
ばれるさまざまな構造体や細胞骨格などの特徴，
また，生体膜について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　細胞小器官や細胞の働きを分子レベルで調べよ
うとする。

○ ○ ○ 8

C 単元　生体物質と細胞
【知識及び技能】
　生物体を構成する有機物や無機
物，細胞との関係を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　細胞の内部構造とそれを構成す
る細胞小器官とよばれるさまざま
な構造体や細胞骨格などの特徴，
また，生体膜について考えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　細胞小器官や細胞の働きを分子
レベルで調べようとする意欲を高
める。

定期考査 ○ ○ 〇

1

D 単元　生命現象とタンパク質
【知識及び技能】
　タンパク質の基本的な構造・性
質についての学習を手がかりとし
て，酵素作用や免疫現象・筋収縮
などが，タンパク質の特異性や多
様性に基づいて展開されているこ
とを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物体にみられる様々な働き
が，酵素による触媒作用をはじめ
とした，タンパク質の多様性およ
び特異性に基づいていることを科
学的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　分子レベルでの生物現象の把握
を主な目的として，タンパク質や
核酸などの有機化合物の多様な働
きが生物現象の基本になっている

・指導事項
　タンパク質の構造、酵素の性質
と立体構造、細胞膜の物質輸送と
タンパク質
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識及び技能】
　タンパク質の基本的な構造・性質についての学
習を手がかりとして，酵素作用や免疫現象・筋収
縮などが，タンパク質の特異性や多様性に基づい
て展開されていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物体にみられる様々な働きが，酵素による触
媒作用をはじめとした，タンパク質の多様性およ
び特異性に基づいていることを科学的に考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酵素の性質に関する実験に、班員と協力して取
り組み、分子レベルでの生物現象に対する関心を
高める。

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○ 〇

1

３
学
期

E 単元　代謝とエネルギー
【知識及び技能】
　生命活動に必要なエネルギー
を．呼吸や光合成からとり出すし
くみを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　光合成や呼吸の過程とその意義
を考えさせる。また量的関係の計
算ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命活動に必要なエネルギーを,
呼吸や光合成から得ていることを
理解しようとする。

・指導事項
　光合成のしくみ、呼吸のしく
み、発酵と解糖
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識及び技能】
　生命活動に必要なエネルギーを．呼吸や光合成
からとり出すしくみを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　光合成や呼吸の過程とその意義を考えることが
できる。また量的関係の計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　光合成色素の分離実験や脱水素酵素の実験に、
班員と協力して取り組み、代謝に関する関心を高
めることができる

○ ○ ○ 13

定期考査

定期考査 ○ ○ 〇

合計

70

○ ○ 〇 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｈ 組 （選択）

教科担当者： （A～H組：玉木、橋本）

使用教科書：

教科 の目標：

科目 の目標：

高等学校生物（啓林館）

理科

理科 物理
理科 物理 6

物理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物理的な事物・現象について観察や実験を行
い、物理的法則に基づいて現象を理解すること
ができる

自然の事物・現象の中から物理的な立場で問題を見出
し、観察、実験を中心に科学の方法を適用しながら問
題を解決する態度を養う。

目的意識をもって観察，実験などを行い，物理
学的に探究する能力と態度を育てるとともに，
物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的な自然観を育成する

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての観察、実験などを行い、それらに関する知識や、科学的に探究するために必要な
観察、実験の技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果
を分析して解釈し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
事前の事物・現象に進んで関わり、科学的に探求しようとする態度や生命の尊重、自然環境の保全に寄与する
態度を育む。

態
配当
時数

１
学
期

A　光
【知識及び技能】
　光の性質とレンズや球面鏡を理
解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　光の回折と干渉と式や図を用い
て考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・光の性質
　屈折、反射

・レンズ
　レンズの式

・球面鏡
　球面鏡の式

・光の回折と干渉
　ヤングの実験、回折格子、薄膜
干渉

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ ○ 30

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

定期考査 ○ ○ 1

B　電界と電位
【知識及び技能】
　電界と電位の違いを理解するこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　コンデンサーを電界や電位と結
びつけて考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・電荷と静電気力
　静電誘導、誘電分極、クーロン
の法則

・電界
　電気力線、ガウスの法則

・電位
　等電位線と電気力線

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ ○

10

D　電流と磁界
【知識及び技能】
　電流と磁界と力の関係を理解す
ることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　ローレンツ力と磁界の関係を考
えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・電流と抵抗
　オームの法則、電力量、電力

・直流回路
　起電力と内部抵抗、キルヒホッ
フの法則

・電流が作る磁場
右ねじの法則

・電流が磁場から受ける力
フレミング左手の法則

・ローレンツ力

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ ○ 30

C　電流
【知識及び技能】
　直流回路をキルヒホッフの法則
を用いて理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　直流回路を電位と結びつけて考
えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・コンデンサーの性質
　電気容量、誘電体

・コンデンサーの接続
　合成容量、電気量の保存

・コンデンサーのエネルギー
　静電エネルギー

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ ○

1定期考査 ○ ○



○ ○ 1

２
学
期

F　電磁誘導と電磁波
【知識及び技能】
　電磁誘導や交流を理解すること
ができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　磁界中を運動する導体棒の電流
や力を考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・電磁誘導の法則
　誘導起電力、磁束

・磁界中を運動する導体棒

・自己誘導と相互誘導
自己インダクタンス、相互インダ
クタンス

・交流
リアクタンス、インピーダンス、
共振回路

・電気振動

・変圧器

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等 ○ ○ ○ 30

定期考査



２
学
期 20

定期考査 ○ ○ 1

F　電子と光
【知識及び技能】
　粒子性や波動性を理解すること
ができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　光のスペクトルと原子の関係を
考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・電子
　陰極線

・光の粒子性
光電効果、光子、仕事関数

・X線
ラウエの実験、ブラッグの実験、
コンプトン効果

・粒子の波動性
物質波、電子波

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ ○

35

定期考査 ○ ○ 1

G　原子・原子核・素粒子
【知識及び技能】
　原子核反応や核エネルギーを理
解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　原子モデルや放射線を考えるこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　実験への積極的な参加

・原子模型

・水素原子のスペクトル
リュードベリ定数

・ボーアの原子模型
ボーアの量子条件、ボーアの振動
数条件

・水素原子のエネルギー準位とス
ペクトル

・放射線と核反応

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○ ○

○

40

合計

210

３
学
期

G　総合問題演習
【知識及び技能】
基本的な公式の活用を理解する。
また、問題の取り組み方を理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実験考査論述にも対応することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の進路や将来に向けて、積極
的に物理学の理解を深めることが
できる。

・共通テスト模擬演習

・私大・国公立の入試問題演習

・論述問題演習
・教材

【知識・技能】
・定期試験

【思考・判断・表現】
・定期試験

【主体的に学習に取り組む態度】
・定期試験
・提出物等

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

B 単元　第１章２節　固体の構造
【知識及び技能】
　物質の沸点，融点を分子間力や化
学結合と関連させて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　結晶格子の概念および結晶の構造
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に実験に取り組むことがで
きる。

・指導事項
　結晶構造を理解し、その性質を化
学的に考察できるよう指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　結晶格子の概念および結晶の構造について理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　結晶格子の概念について，身近な物質を例にした
り，結晶構造のモデルを用いたりして，特徴を観察す
る技能を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　固体の構造の示す性質などについて化学的に考察
し，その考えを説明することができる。

○ ○ ○ 12

F 単元　第２章４節　化学平衡
【知識及び技能】
　可逆反応，化学平衡および化学平
衡の移動を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学平衡に関する観察，実験など
を行い，その操作や記録などの技能
が習得でき，結果から結論を導くこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学平衡などの複雑なしくみがあ
ることを，意欲的に探究・考察しよ
うとする。

・指導事項
　可逆反応を理解し、弱酸・弱塩基
の電離平衡、溶解度積を演習問題を
通して理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　可逆反応や化学平衡の移動，水のイオン積，ｐH，
弱酸，弱塩基の電離平衡，溶解度積などについて理解
している。
【思考・判断・表現】
　化学平衡になる典型的な反応について，実証的・論
理的に分析し，科学的に考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　化学平衡などの複雑なしくみがあることを，意欲的
に探究・考察しようとする。

○ ○

○

定期考査
○ ○

14

理科
理科 化学 6

【学びに向かう力、人間性等】 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度や生命の尊重、自然環境の保全に寄与する態度を育む。

化学

実教出版『化学 academia』

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての観察、実験などを行い、それらに関する知識や、化学的に探究するために必要な観察、実験の技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】 自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し
表現する。

（　　西谷　　）

A 単元　第１章１節　状態変化
【知識及び技能】
　気体，液体，固体の性質を観察，
実験などを通して探究する。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の状態変化，状態間の平衡，
溶解平衡および溶液の性質について
理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に実験に取り組むことがで
きる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

C 単元　第１章３節　気体の性質
【知識及び技能】
　気体の体積と圧力や温度との関係
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　気体の性質について化学的に考察
して説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　気体の示す様々な性質に着目し、
探究しようとする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

化学的な事物・現象についての観察，実験な
どを行うことを通して，化学の基本的な概念
や原理・法則の理解を図るとともに，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関
する技能を身に付けている。

化学的な事物・現象を対象に，探究の過程を通して，情
報の収集，仮設の設定，実験の計画，実験による検証，
実験データの分析・解釈などの探究の方法を習得してい
る。また，報告書を作成したり発表したりして，科学的
に探究する力を身に付けている。

化学的な事物・現象に対して主体的に関わ
り，それらに対する気付きから課題を設定し
解決しようとする態度など，科学的に探究し
ようとする態度を身に付けている。

配当
時数

・指導事項
　粒子の動きを視覚化させ、原理を
イメージ化できるように指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質の沸点，融点を分子間力や化学結合と関連づけ
て理解している。また，状態変化に伴うエネルギーの
出入りおよび状態間の平衡と温度や圧力との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
　物質の状態変化は，構成粒子の分子運動が関係して
いることや分子運動が温度・圧力によるものであるこ
とを論理的，総合的に判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質の状態変化を日常生活や社会に関連させ，探
究，考察しようとする。

○ ○ ○

【知識・技能】
　気体の体積と圧力や温度変化との関係を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　実験においては，減圧下や加圧下での沸騰実験など
にも拡げ，実験の測定結果から量的関係を的確に表現
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　気体が示す様々な性質に着目し，探究しようとす
る。

・指導事項
　気体の性質を理解させ、気体の圧
力などを数式を用いて説明できるよ
うに演習問題を充実させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

16○○

1

G 単元　第４章３節　有機化合物酸
素を含む脂肪族化合物
【知識及び技能】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴と
反応を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　実験結果やその物質の持つ特徴か
らその物質を判別し、構造式や反応
式を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴を
自ら調べ学習することができる。

・指導事項
　原子の構造と電子配置と原子の性
質の関係性を理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴を理解している。名
称をつけることができる。
【思考・判断・表現】
　実験結果やその物質の持つ特徴からその物質を判別
し、構造式や反応式を書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸素を含む脂肪族化合物の特徴を自ら調べ、各物質
の反応性と結び付けることができる。

○

E 単元　第２章１節　化学反応と
熱・光エネルギー
2節　化学反応と電気エネルギー
3節　反応の速さとしくみ
【知識及び技能】
　化学反応における熱および光の発
生や吸収は，反応の前後における物
質のもつ化学エネルギーの差から生
じることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　代表的な物質の反応や性質の比較
から推論することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学エネルギーの出入りが我々の
生活にどのように関わっているか探
究・考察しようとする。

・指導事項
　化学エネルギーの差から熱・光の
発生が生じていることを理解させ
る。反応速度の表し方および反応速
度に影響を与える要因を理解させ
る。
・教材
教科書，資料集，ワークブック・一
人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　化学反応における熱および光の発生や吸収は，反応
前後における化学エネルギーの差から生じる事を理解
している。
【思考・判断・表現】
　化学反応とエネルギー，実験などを行い，その操作
や記録などの技能が習得でき，結果から結論を導くこ
とができる。反応速度の表し方，反応速度に影響を与
える要因などについて理解している。化学反応とエネ
ルギー，反応速度に関する観察，実験などを行い，そ
の操作や記録などの技能が習得でき，結果から結論を
導くことができる。反応速度の表し方および反応速度
に影響を与える要因を理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　化学反応に伴って熱，光，電気エネルギーの出入り
があること，温度・濃度・触媒の影響などを受けるこ
とを，代表的な物質の反応や性質の比較から推論する
ことができる。

○ ○ ○ 20

○ 14○

○ 14

化学

１

学

期

定期考査
○ ○ 1

D 単元　第１章４節　溶液
【知識及び技能】
　溶液のしくみ，溶解度を溶解平衡
と関連づけて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　希薄溶液の示す性質などについて
化学的に考察し，その考えを説明す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な現象を通して溶媒と溶液の
違いを理解する。

・指導事項
　希薄溶液の性質を理解させ、自ら
探究し、その内容を説明できるよう
に指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　溶液の性質の法則性，コロイド溶液に関する事象に
ついて理解し，知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
　溶液のしくみ、溶解度を理解し、グラフから必要な
情報を読み取り計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　気体，液体，固体が示すさまざまな性質に着目し，
共通の事象について規則性を予測しようとする。

○ ○ ○ 16



L 単元　第３章3節　合成高分子化
合物
【知識及び技能】
　合成高分子化合物の構造や性質に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　成高分子化合物の性質や反応性
が，その構造および結合の状態に特
徴づけられる面があることを見出せ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　構造と性質や反応性の関係につい
て意欲的に探究しようとする。

・指導事項
　合成高分子化合物の構造や性質に
ついて今までの知識を確認しつつ説
明を行う。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　合成高分子化合物の構造，性質および合成について
理解し，知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
　合成高分子化合物の性質や反応性が，その構造およ
び結合の状態に特徴づけられる面があることを見出
し，いくつかの合成高分子化合物について具体的に考
察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　合成高分子化合物に関する性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，その構造と性質や反応性の関
係について意欲的に探究しようとする。また，観察・
実験を行い探究しようとする。

〇 〇 〇 19

J 単元　第３章3節　典型金属元素
４節　遷移元素
【知識及び技能】
　典型元素と遷移元素の特徴を正確
に把握できている。
【思考力、判断力、表現力等】
　日常生活と関わりの深い無機物質
について，観察実験を通して，規則
性を見出し，さまざまな事象が生じ
る要因やしくみを科学的に考察して
報告書にまとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　無機物質について観察，実験を行
うとともに，それらを日常生活と関
連づけることができる。

・指導事項
　金属元素の単体と化合物の性質や
反応について理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　金属元素の単体・化合物の性質や反応について，周
期表と関連づけながら理解し，知識を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】
　無機物質と化学工業との関係をさまざまな観点で捉
え，科学的に考察，判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　無機物質に関する性質や反応に関する事物・現象に
関無機物質について観察，実験を行うとともに，それ
らを日常生活と関連させたり，化学工業と関連づけて
意欲的に探究したりしようとする。

15

H 単元　第４章４節　芳香族化合物
【知識及び技能】
　芳香族化合物を含む脂肪族化合物
の特徴と反応を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　実験結果やその物質の持つ特徴か
らその物質を判別し、構造式や反応
式を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　芳香族化合物の特徴を自ら調べ学
習することができる。

・指導事項
　原子の構造と電子配置と原子の性
質の関係性を理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　芳香族化合物を含む脂肪族化合物の特徴を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　実験結果やその物質の持つ特徴からその物質を判別
し、構造式や反応式を書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　芳香族化合物の特徴を自ら調べ、各物質の反応性と
結び付けることができる。

○ ○ ○ 16

定期考査
○ ○ 1

K 単元　第5章１節　高分子化合物
２節　天然高分子化合物
【知識及び技能】
　合成高分子化合物の構造，性質お
よび合成について理解し，知識を身
につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　天然高分子化合物の性質や反応性
が，その構造および結合の状態に特
徴づけられる面があることを見出す
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　観察・実験を行い探究しようとす
る。

・指導事項
　天然高分子化合物の性質や構造に
ついて今までの知識を確認しつつ、
説明を行う。
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　天然高分子族化合物の性質や反応について，観察，
実験の基本操作や記録の仕方を習得するとともに，実
験器具の選定や扱い方が身についている。
【思考・判断・表現】
　天然高分子化合物の性質や反応性が，その構造およ
び結合の状態に特徴づけられる面があることを見出
し，いくつかの天然高分子化合物について具体的に考
察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　天然高分子化合物に関する性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，その構造と性質や反応性の関
係について意欲的に探究しようとする。また，観察・
実験を行い探究しようとする。

○ ○ ○ 16

16

I 単元　第３章１節　元素と周期表
2節　非金属元素
【知識及び技能】
　非金属元素の単体と化合物の性質
や反応を周期表と関連させ理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　無機物質と化学工業との関係をさ
まざまな観点で捉え，科学的に考
察，判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　基本的な概念や法則を意欲的に探
究しようとする。

・指導事項
　非金属元素の特徴を元素周期表と
関連付けし、
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　非金属元素の単体・化合物の性質や反応について，
周期表と関連づけながら理解し，知識を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】
　無機物質と化学工業との関係をさまざまな観点で捉
え，科学的に考察，判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　無機物質に関する性質や反応に関する事物・現象に
関心をもち，それらに関する基本的な概念や法則を意
欲的に探究しようとする。また，観察・実験を行い探
究しようとする。

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1

２

学

期



３

学

期

M 単元　「第３章１節　元素と周期
表」～「第４章４節　芳香族化合
物」（演習）
【知識及び技能】
　演習問題を通じて基本知識と実験
技能の確認を行う。
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習を通して、思考力の向上
を図る。
【学びに向かう力、人間性等】
発展問題に自ら取り組むことができ
る。

・指導事項
　演習問題を通して化学の3章～4章
の確認を行う。また、引っ掛かりや
すい問題などをピックアップし解説
を行う。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　無期・有機化学分野における基本事項を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　無期・有機化学分野における化学的な思考判断が身
についている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　無期・有機化学分野の内容を身の回りのものに置き
換えて考えることができる。

202

5

N 単元　「第5章１節　高分子化合
物」～「終章」および入試問題演習
（演習）
【知識及び技能】
　演習問題を通じて基本知識と実験
技能の確認を行う。
【思考力、判断力、表現力等】
　問題演習を通して、思考力の向上
を図る。
【学びに向かう力、人間性等】
発展問題に自ら取り組むことができ
る。

・指導事項
　演習問題を通して化学の5章～終
章の確認を行う。また、入試問題を
通して受験対策を行う。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　高分子化合物における基本事項を理解している。
【思考・判断・表現】
　高分子化合物における化学的な思考判断が身につい
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　入試問題に積極的に取り組むことができる。

5

合計



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｈ 組 （選択）

教科担当者：

使用教科書：

教科 の目標：

科目 の目標：

（①：廣森真史） （②：廣森真史）

理科 生物
理科 生物 6

【学びに向かう力、人間性等】
事前の事物・現象に進んで関わり、科学的に探求しようとする態度や生命の尊重、自然環境の保全に寄与する
態度を育む。

生物

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校生物（啓林館）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての観察、実験などを行い、それらに関する知識や、科学的に探究するために必要な
観察、実験の技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果
を分析して解釈し表現する。

生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を身に付けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・指導事項
　刺激の受容、神経、神経系、効
果器、植物の環境応答
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識・技能】
受容器、神経、効果器のはたらきや、植物ホルモ
ン、光受容体の作用について理解している。
【思考・判断・表現】
動物や植物の刺激の受容と反応のしくみを分子レ
ベルで説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
外界の刺激を受容し，動物や植物が反応するしく
みを学び，受容器や効果器の各器官や植物ホルモ
ンのはたらきを理解しようとする態度が身につい
ている。

○ ○ ○ 10

配当
時数

１
学
期

C 遺伝情報の発現と発生
【知識及び技能】
発生の過程と分化のしくみを理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな実験結果から、遺伝子
の発現と関連させて分化のしくみ
を考えるTことができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
配偶子形成と受精，卵割から器官
分化の始まりまでの過程について
学び，細胞の分化と形態形成のし
くみを調べる態度を育てる。

・指導事項
　遺伝情報の複製、遺伝子の発
現、遺伝子の発言調節、動物の配
偶子形成と受精、初期発生の過
程、発生と遺伝子の発現、バイオ
テクノロジー
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識・技能】
発生の過程と分化のしくみを理解している。
【思考・判断・表現】
さまざまな実験結果から、遺伝子の発現と関連さ
せて分化のしくみを考えるTことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
配偶子形成と受精，卵割から器官分化の始まりま
での過程について学び，細胞の分化と形態形成の
しくみを調べる態度が身についている。

○ ○ ○ 30

D 生物の環境応答
【知識及び技能】
受容器、神経、効果器のはたらき
や、植物ホルモン、光受容体の作
用について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
動物や植物の刺激の受容と反応の
しくみを分子レベルで説明できる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
外界の刺激を受容し，動物や植物
が反応するしくみを学び，受容器
や効果器の各器官や植物ホルモン
のはたらきを理解しようとする態
度を育てる。

1
D 生物の環境応答
【知識及び技能】
受容器、神経、効果器のはたらき
や、植物ホルモン、光受容体の作
用について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
動物や植物の刺激の受容と反応の
しくみを分子レベルで説明できる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
外界の刺激を受容し，動物や植物
が反応するしくみを学び，受容器
や効果器の各器官や植物ホルモン
のはたらきを理解しようとする態
度を育てる。

・指導事項
　刺激の受容、神経、神経系、効
果器、植物の環境応答
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識・技能】
受容器、神経、効果器のはたらきや、植物ホルモ
ン、光受容体の作用について理解している。
【思考・判断・表現】
動物や植物の刺激の受容と反応のしくみを分子レ
ベルで説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
外界の刺激を受容し，動物や植物が反応するしく
みを学び，受容器や効果器の各器官や植物ホルモ
ンのはたらきを理解しようとする態度が身につい
ている。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○

30

定期考査 ○ ○ 1

E 生態と環境
【知識及び技能】
個体群の変動や、種内の個体間の
関係、種間の関係を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
個体群の成長曲線、生存曲線等の
さまざまなグラフの意味を理解さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
個体群レベルから順にそれぞれの
段階で繰り広げられる生物の様々
な営みと，環境との関係を調べよ
うとする態度を育てる。

・指導事項
　個体群とその変動、種内関係、
種間関係、生態系と物質生産、生
態系と人間生活
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識・技能】
個体群の変動や、種内の個体間の関係、種間の関
係を理解している。
【思考・判断・表現】
個体群の成長曲線、生存曲線等のさまざまなグラ
フの意味を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
個体群レベルから順にそれぞれの段階で繰り広げ
られる生物の様々な営みと，環境との関係を調べ
ようとする態度が育っている。

○ ○ ○



２
学
期

F　総復習・総合問題演習
【知識及び技能】
基本的な用語の定義を理解する。
また、資料の読み取り方に習熟さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
初見の実験考察問題や定石的な論
述問題に対応できるようにする。
実際に様々な実験に取り組み、考
察し、まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の進路や将来に向けて、積極
的に生物学の理解を深める態度を
育む。

・指導事項
　共通テスト模擬演習、私大・国
公立の入試問題演習、論述問題演
習
・実験
顕微鏡観察・PCR・発生観察・個
体群密度・環境応答・
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識及び技能】
基本的な用語の定義を理解する。また、資料の読
み取り方に習熟している。
実験器具を正しく使う事ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実験に取り組み、得られた結果をもとに考察して
いる。
初見の実験考察問題や定石的な論述問題に対応で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
グループで協力して実験を行うことができる。ま
た、個人の考えを共有し、集団として深化させる
ことができる。
自分の進路や将来に向けて、積極的に生物学の理
解を深める態度を身につけている。

○ ○ ○ 30

定期考査 ○ ○ 1



２
学
期

F　総復習・総合問題演習
【知識及び技能】
基本的な用語の定義を理解する。
また、資料の読み取り方に習熟さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
初見の実験考察問題や定石的な論
述問題に対応できるようにする。
実際に様々な実験に取り組み、考
察し、まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の進路や将来に向けて、積極
的に生物学の理解を深める態度を
育む。

・指導事項
　共通テスト模擬演習、私大・国
公立の入試問題演習、論述問題演
習
・実験
顕微鏡観察・PCR・発生観察・個
体群密度・環境応答・
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識及び技能】
基本的な用語の定義を理解する。また、資料の読
み取り方に習熟している。
実験器具を正しく使う事ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実験に取り組み、得られた結果をもとに考察して
いる。
初見の実験考察問題や定石的な論述問題に対応で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
グループで協力して実験を行うことができる。ま
た、個人の考えを共有し、集団として深化させる
ことができる。
自分の進路や将来に向けて、積極的に生物学の理
解を深める態度を身につけている。

○ ○ ○ 20

定期考査 ○ ○ 1

35

定期考査 ○ ○ 1

G　総合問題演習
【知識及び技能】
基本的な用語の定義を理解する。
また、資料の読み取り方に習熟さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
実験考査論述にも対応できるよう
にさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の進路や将来に向けて、積極
的に生物学の理解を深める態度を
育む。

・指導事項
　共通テスト模擬演習、私大・国
公立の入試問題演習、論述問題演
習
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識及び技能】
基本的な用語の定義を理解する。また、資料の読
み取り方に習熟している。
【思考力、判断力、表現力等】
実験考査論述にも対応できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の進路や将来に向けて、積極的に生物学の理
解を深める態度を身につけている。

○ ○ ○

○

40

合計

210

３
学
期

G　総合問題演習
【知識及び技能】
基本的な用語の定義を理解する。
また、資料の読み取り方に習熟さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
実験考査論述にも対応できるよう
にさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の進路や将来に向けて、積極
的に生物学の理解を深める態度を
育む。

・指導事項
　共通テスト模擬演習、私大・国
公立の入試問題演習、論述問題演
習
・教材
　教科書・ワークブック・図説
・一人１台端末の活用　等
　動画、アニメーションの視聴

【知識及び技能】
基本的な用語の定義を理解する。また、資料の読
み取り方に習熟している。
【思考力、判断力、表現力等】
実験考査論述にも対応できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の進路や将来に向けて、積極的に生物学の理
解を深める態度を身につけている。

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（　①：　島岡　）（　②：　柏野　）

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

【学びに向かう力、人間性等】
自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度や生命の尊重、自然環境の保全に寄与す
る態度を育む。

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実教出版『化学基礎　academia』

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての観察、実験などを行い、それらに関する知識や、化学的に探究するために必要
な観察、実験の技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結
果を分析して解釈し表現する。

物質とその変化について，基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。
また，物質とその変化に関する観察，実験などを行い，
基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的
確に記録，整理し，自然の事物・現象を科学的に探究す
る技能の基礎を身に付けている。

物質とその変化の中に問題を見いだし，探究する過
程を通して，事象を科学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。

日常生活や社会との関連を図りながら物質とそ
の変化について関心をもち，意欲的に探究しよ
うとするとともに，科学的な見方や考え方を身
に付けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

A 物質の探究
【知識及び技能】
　物質が粒子であることを理解し
ている。分離操作を理解し実験を
行うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　粒子と熱運動の関係を理解し、
物質の三態の状態と関連付けるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら実験に参加し、実験の基本
的操作を行うことができる。

・指導事項
　物質が粒子から構成されてい
ることをイメージさせ、粒子の
熱運動と物質の三態を関連付け
て説明する。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質が粒子から構成されていることを理解して
いる。適切な分離方法を選択し、安全に実行する
ことができる。
【思考・判断・表現】
　粒子と熱運動の関係を理解し、熱運動と物質の
三態の関係を説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極的に実験に参加し、取り組むことができ
る。

○ ○ ○ 4

１
学
期

B 物質の構成粒子
【知識及び技能】
　原子の構造を理解させ、価電子
が各元素の性質に大きく寄与して
いることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　元素記号から陽子・中性子・電
子の数を読み取ることができる。
元素周期表の特徴を理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　電子殻のs軌道、p軌道を理解
し、自ら学ぶ電子配置について学
ぶことができる。
C イオン結合
【知識及び技能】
　イオン結合の特徴を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　イオン結合の単位格子中のイオ
ン数を導くことができる。組成式
を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　イオン結合による物質の身の回
りにあるものを結び付けて学ぶこ
とができる。

・指導事項
　イオンの生成原理の復習を行
うと主に、イオン結合による結
晶の特徴を理解させる。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　イオン結合およびイオン結晶の特徴を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　組成式を書くことができる。イオン結晶の結晶
格子を理解し、格子内のイオン数を導くことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　イオン結晶の性質を理解し、自ら学習すること
ができる。

○ ○ ○ 2

・指導事項
　電子配置を書くことができ、
最外殻電子の重要性を理解でき
るように指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　最外殻電子が元素の性質に大きな影響を与える
ことを理解している。元素周期表の特徴を理解し
ている。
【思考・判断・表現】
　電子配置図を書くことができる。イオン式を書
くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　元素周期表の特徴を理解し、イオン化エネル
ギーや原子半径・イオン半径などを元素周期表と
関連付けて説明できる。

○ ○ ○ 4

6

3

E 金属結合・化学結合と物質
【知識及び技能】
　自由電子について理解し、金属
結晶の特徴を理化している。
【思考力、判断力、表現力等】
　金属結晶の性質を理解し、単位
格子中の原子数を導くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　金属原子の特徴を理解し、金属
が身の回りでどのように利用され
ているか関連付けて学ぶことがで

・指導事項
　自由電子について理解させ、
結晶の性質に関連付けて理解で
きるように指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　自由電子について理解し、金属結晶の特徴を理
解している。
【思考・判断・表現】
　金属結晶の性質を理解するとともに、単位格子
中の原子数などを導くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　合金などみのまわりに金属がどのように利用さ
れているのか自ら調べることができる。各結合に
よる結晶の特徴を自らまとめることができる。

○ ○ ○ 4

D 共有結合と分子間力
【知識及び技能】
　共有結合の原理を理解してい
る。分子間力の定義を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　価電子と共有結合の関係を理解
し、構造式を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
共有結合の原理と分子間力につ
いて理解させる。分子結晶と共
有結合の結晶の違いを確認させ
る。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　共有結合の原理と分子間力について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　価電子の状態を電子式を用いて表現することが
できる。分子式から構造式を書くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　共有結合の原理を理解し、自ら進んで分子式・
構造式を書くことができる。

○ ○ ○

・指導事項
　酸・塩基の定義を理解させ、
pHとの関係を説明する。中和滴
定の実験を通して濃度を求める
事ができるように指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解し、pHを求めたり、中和
滴定の実験を的確にする事ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電離と酸・塩基の関係を説明することができ
る。中和滴定を用いて未知の濃度を求める事がで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　pHと酸・塩基の関係を理解し、身のまわりの物
資のpHについて自ら調べている。中和滴定の実験
に積極的に取り組んでいる。

○ ○ ○

F 物質量と化学反応式
【知識及び技能】
　分子量・式量を理解し、物質量
と濃度の計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　質量保存の法則を理解し、化学
反応式を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質量・濃度の計算をあきらめ
ずに最後まで理解しようとする姿
勢があるかどうか。

・指導事項
　演習問題を充実させ、物質
量・濃度の計算をできるように
する。また化学反応式と物質量
の量的関係を丁寧に説明する。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質量の考え方を理解している。化学反応式の
書き方を理解している。
【思考・判断・表現】
　物質量・濃度・化学反応式を書くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質量と化学反応式の量的関係を理解し、説明
できる。

○ ○

G 酸と塩基
【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　電離と酸・塩基の関係を説明す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　pHと酸・塩基の関係を理解し、
身のまわりの物資のpHについて自
ら調べている。中和滴定の実験に
積極的に取り組んでいる。

○

6

２
学
期



8

J単元　物質量と化学反応式（演
習）
【知識及び技能】
　分子量・式量を理解し、物質量
と濃度の計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　質量保存の法則を理解し、化学
反応式を書くことができる。化学
反応の量的関係を理解し、様々な
問題を解くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
　演習問題を充実させ、物質
量・濃度の演習問題を解き、入
試に向けて理解を深められるよ
うにする。躓くようであれば、
化学反応式と物質量の量的関係
を丁寧に説明する。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質量の考え方を理解している。化学反応式の
書き方を理解し問題を解くことができる。
【思考・判断・表現】
　物質量・濃度・化学反応式を理解し、文章から
必要な情報を読み取り計算することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自ら発展問題に取り組むことができる。

○ ○ ○ 6

〇 〇

〇

・指導事項
　演習問題を通して、酸・塩基
の定義を再確認させ、pHとの関
係を説明する。中和滴定の実験
を通して濃度を求める事ができ
るように指導する。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解し、pHを求めたり、中和
滴定の実験を的確にする事ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電離と酸・塩基の関係を説明することができ
る。中和滴定を用いて未知の濃度を求める事がで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自ら発展問題に取り組むことができる。

○ ○ ○

〇

・指導事項
　演習問題を通して酸化還元反
応の問題になれるようにする。
酸化・還元の定義を説明し、ま
た、酸化剤・還元剤の半反応式
の書き方を電荷の総和について
詳しく説明することを心がけ
る。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　酸化と還元の定義を理解している。酸化剤と還
元剤のはたらきを理解している。電池・電気分解
について仕組みを説明できる。
【思考力、判断力、表現力等】
酸化剤・還元剤の働きを表す反応式を書く事がで
きる。酸化還元滴定の原理を理解し問題を説くこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自ら発展問題に取り組むことができる。

K 酸と塩基（演習）
【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解し、身の
回りのものと結び付けることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電離と酸・塩基の関係を説明す
ることができ、pHなどを導くこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら発展問題に取り組むことが
できる。

〇

6

３
学
期

２
学
期

7

合計

70

M 単元  すべて（演習）
【知識及び技能】
　過去問を用いて、基本知識の確
認を行う。
【思考力、判断力、表現力等】
　過去問を解くことで思考力・判
断力・表現力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
　発展問題に自ら取り組むことが
できる。

・指導事項
　演習問題を通して化学基礎の
全範囲の確認を行う。また、
引っ掛かりやすい問題などを
ピックアップし解説を行う。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　過去問を解けるレベルの基本的知識を身につけ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　過去問を解けるレベルの基本的な思考力・判断
力・表現力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自ら発展問題に取り組むことができる。

○ ○ ○

8

I 単元  「物質の探究～化学結合
の性質」（演習）
【知識及び技能】
　「物質の探究～化学結合の性
質」の内容を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の探究～化学結合の性質の
範囲の計算や化学反応式の計算な
どをスムーズにとくことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら発展問題に取り組むことが
できる。

・指導事項
　「物質の探究～化学結合の性
質」の内容を復習し、演習問題
を通して理解を深めさせる。
・教材
教科書，資料集，ワークブッ
ク，実験器材
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　物質が粒子からなることを理解し、物質量・濃
度の計算、様々な現象の原理を説明することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
　イオン式、組成式、分子式、物質量、化学反応
式など化学的表現をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自ら発展問題に取り組むことができる。

○ ○ ○ 6

H 単元  酸化還元反応
【知識及び技能】
　酸化と還元の定義を理解してい
る。酸化剤と還元剤のはたらきを
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
酸化剤・還元剤の働きを表す反応
式を書く事ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸化還元反応を起こりやすさを
金属イオン化傾向を用いて自ら学
習することができる。

・指導事項
　酸化・還元の定義を説明し、
また、酸化剤・還元剤の半反応
式の書き方を電荷の総和につい
て詳しく説明することを心がけ
る。
・教材
教科書，資料集，ワークブック
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　酸化と還元の定義を理解している。酸化剤と還
元剤のはたらきを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
酸化剤・還元剤の働きを表す反応式を書く事がで
きる。酸化還元滴定の原理を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸化還元反応を起こりやすさを金属イオン化傾
向を用いて自ら学習することができる。

L 単元  酸化還元反応（演習）
【知識及び技能】
　酸化と還元の定義を理解してい
る。酸化剤と還元剤のはたらきを
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
酸化剤と還元剤の半反応式を書く
ことができる。電池と電気分解に
ついて理解し問題を解くことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸化還元反応を起こりやすさを

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（　木﨑　）

理科 生物基礎演習
理科 生物基礎演習

【学びに向かう力、人間性等】
自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
る。

生物基礎演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ｉ版　生物基礎（啓林館）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，得られた結果を分析して解釈
し，表現するなど，科学的に探究している。

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象についての基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けてい

生物や生物現象から問題を見いだし，見通しをもって
観察， 実験などを行い，得られた結果を分析して解
釈し，表現するなど，科学的に探究している。

生物や生物現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

生態系のバランスについての理解と
生態系保全の重要性を認識する。
・教材
教科書、図説、問題集、ICT教材

第６章　生態系とその保全
【知識及び技能】生態系を食物連鎖の関係で把握する
ことができ，それぞれの量的関係を理解できる。キー
ストーン種について理解し、様々なデータから，環境
問題の原因を推測できる。生物多様性を保全すること
の重要性がわかる。
【思考力、判断力、表現力等】生態系の成り立ちと構
成要素について考えることができ、生態系のバランス
について考えることができる。外来生物の影響につい
て考えることができる。絶滅について考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】生態系をどのように把
握できるか関心を持っている。生態系を構成する生物
種数の変化が生態系にどのような影響を与えるかにつ
いて理解しようとする。生態系に与える人間生活の影
響について関心をもち、環境問題などについて関心を
もっている。

〇 〇 〇 7

配当
時数

１
学
期

第５章　植生と遷移
【知識及び技能】植生の一次遷移に
伴って植物種数や環境要因の変化を
グラフ化し，読みとることができる
ようになる。気温と降水量のデータ
から各地のバイオームを予想でき、
水平分布，垂直分布がわかるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】植物
の生活形に影響する環境要因があ
り、遷移の過程には環境要因が関
わっていることを考察できるように
なる。バイオームが成立する際の環
境要因について考えることができ、
バイオームと地理的な関係がわかる
ようになる。
【学びに向かう力、人間性等】植物
の生活に影響を及ぼす環境要因を考
察する意欲を持つようになる。植生
の変化に注目し，その要因に関心を
持ち、世界と日本のバイオームの特

陸上には様々な植生が見られ，植生
は長期的に移り変わっていくことを
理解する。
気候に適応した様々なバイオームが
成立していることとその特徴を学
ぶ。
生態系のバランスについての理解と
生態系保全の重要性を認識する。
・教材
教科書、図説、問題集、ICT教材

第５章　植生と遷移
【知識及び技能】植物の形態に環境への適応が現れる
例があり，光要因も大きな要因のひとつであることが
分かる。植生の一次遷移に伴って植物種数や地表照
度，土壌の厚さ，土壌有機物％などの変化をグラフ化
し，読みとることができる。気温と降水量のデータか
ら各地のバイオームを予想でき、水平分布，垂直分布
がわかる。
【思考力、判断力、表現力等】植物の生活形に影響す
る環境要因には主に水・土壌・温度・光があり、荒原
が草原、森林へと変化してゆく過程には環境要因が関
わっていることを考察する。バイオームが成立する際
の環境要因について考えることができ、バイオームが
成立する際の環境要因と日本の地理的な関係がわか
る。
【学びに向かう力、人間性等】植物の生活に影響を及
ぼす環境要因を考察する意欲を持つ。植生の変化に注
目し，その要因に関心を持ち、世界と日本のバイオー
ムの特色に関心を持つ。

〇 〇 〇 8

第６章　生態系とその保全
【知識及び技能】生態系を食物連鎖
の関係で把握することができ，それ
ぞれの量的関係を理解できるように
なる。キーストーン種について理解
し、CODや下水道普及率のデータか
ら，アオコの原因を推測できる。生
物多様性を保全することの重要性が
わかるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】生態
系の成り立ちと構成要素について考
えることができ、生態系のバランス
について考えることができるように
なる。
【学びに向かう力、人間性等】生態
系をどのように把握できるか関心を
持っているようになる。生態系に与
える人間生活の影響について関心を
もち、環境問題などについて関心を
もつようになる。

1

第１章　生物の特徴【知識・技能】
生物の多様性と生物の共通点がわか
るようになる。単細胞生物と多細胞
生物の構造と働きを理解する。代謝
におけるエネルギーについて考える
ことができ、ＡＴＰが果たす役割に
ついて理解し、酵素反応の特徴を理
解できるようになる。光合成の場で
ある葉緑体と呼吸の場であるミトコ
ンドリアを理解できるようになる。
【思考・判断・表現】細胞小器官の
名称と働きを理解し，原核生物と真
核生物の共通点と相違点を考えるこ
とができるようになる。酵素の働き
について考えることができ、細胞内
での光合成の場と呼吸の場を葉緑体
やミトコンドリアと関連させること
ができるようになる。
【主体的に学習に取り組む態度】生
命活動に必要なエネルギーと代謝に
ついて調べようとし、ＡＴＰとエネ
ルギーの移動，酵素の役割について
関心を持つようになる。光合成と呼
吸の反応とエネルギーの転換を関連
させて考えることができるようにな
る。

・指導事項
生物は多様でありながら共通性を
もっていることを理解し，細胞お
よび生物の構造について学ぶ。
生物の活動に必要なエネルギーの
出入りと，生物に必要な物質の合
成や分解について学ぶ。

・教材
教科書、図説、問題集、ICT教材

【知識・技能】生物群の系統樹上での類縁関係と多様
な生物の共通点がわかる。単細胞生物の構造と働き，
多細胞生物の構造と働きの例をあげることができる。
代謝におけるエネルギーについて考えることができ
る、ＡＴＰが果たす役割について理解し、酵素反応の
特徴を理解できる。光合成の場である葉緑体と呼吸の
場であるミトコンドリアを理解する。
【思考・判断・表現】　生物としての共通の特徴をあ
げることができ，多様な生物群が単一の共通先祖に由
来すると考えることができる。細胞小器官の名称と働
きを理解し，原核生物と真核生物の共通点と相違点を
考えることができる。酵素の働きについて考えること
ができ、細胞内での光合成の場と呼吸の場を葉緑体や
ミトコンドリアと関連させることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】多様な生物に関心を
持ち，形態や生活の多様さを知ろうとする意欲を持っ
ている。生命活動に必要なエネルギーと代謝について
調べようとし、ＡＴＰとエネルギーの移動，酵素の役
割について関心を持つ。細胞小器官の特徴と働きに注
目する。生命活動に必要なエネルギーと代謝について
調べようし、ＡＴＰとエネルギーの移動，酵素の役割
について関心を持つ。光合成と呼吸の反応とエネル
ギーの転換を関連させて考えることができる。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ 〇
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定期考査
○ ○ 〇 1

第２章　遺伝子とその働き
【知識・技能】ＤＮＡの二重らせ
ん構造と塩基の相補性の重要性が
理解できるようになる。遺伝情報
の複製の仕組みを理解し、細胞周
期と遺伝情報の分配の時期がわか
るようになる。塩基配列と遺伝情
報の関係，翻訳の過程を理解し，
遺伝情報が転写されたｍＲＮＡの
役割を理解することができるよう
になる。タンパク質が生命現象と
関連していると考えることがで
き、複雑に遺伝子の発現調節が行
われていることがわかるようにな
る。
【思考・判断・表現】ＤＮＡの塩
基配列が遺伝情報となると考える
ことができ、ＤＮＡの複製家庭を
表現できるようになる。細胞周期
と染色体の変化の関係を考えるこ
とができるようになる個体を構成
する細胞は遺伝的に同一で，部位
によって発現する遺伝子が異なる
と考えることができるようにな
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝子が親から子へと伝えられる
因子であること，ＤＮＡの特徴に
ついて関心をもち考えようとする
ようになる。ＤＮＡが複製される
ことにより，遺伝情報が伝えられ
ることを調べようとし、体細胞分
裂と細胞周期に関心を持つように
なる。タンパク質やＲＮＡとタン
パク質の構造，および転写と翻訳
のしくみ、遺伝情報をゲノムとと

・指導事項
生物と遺伝子について探究を通し
て，細胞の働き及びDNAの構造と
機能の概要を理解する。DNAが複
製され分配されることにより，遺
伝情報が伝えられることを理解す
る。DNAの情報に基づいてタンパ
ク質が合成されることを理解す
る。
・教材
教科書、図説、問題集、ICT教材

【知識・技能】DNAの抽出について理解し、ＤＮＡ
の二重らせん構造と塩基の相補性の重要性が理解
できる。遺伝情報の複製は塩基配列の相補的な複
製であることを理解し、遺伝情報の分配の時期が
わかる。塩基配列と遺伝情報の関係と，アミノ酸
配列がタンパク質の種類を決める事や転写と翻訳
の過程を理解し，遺伝情報が転写されたｍＲＮＡ
の役割を理解することができる。タンパク質が生
命現象と関連して多様な働きをしていると考える
ことができ、遺伝子の発現は複雑に調節されてい
ることがわかる。
【思考・判断・表現】ＤＮＡの二重らせん構造に
おける塩基配列が遺伝情報となると考えることが
でき、母細胞のＤＮＡの複製は塩基配列の相補的
な複製であることが表現できる。細胞周期と染色
体の変化の関係を考えることができる。ＤＮＡの
塩基配列の情報がタンパク質のアミノ酸配列の情
報になると対応することができ、遺伝情報である
塩基配列が，アミノ酸配列に翻訳されると考える
ことができる。個体を構成する細胞は遺伝的に同
一で，部位によって発現する遺伝子が異なると考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】遺伝子が親から
子へと伝えられる因子であること，ＤＮＡの特徴
について関心をもち考えようとする。ＤＮＡが複
製されることにより，遺伝情報が伝えられること
を調べようとし、体細胞分裂と細胞周期が染色体
の変化によって観察できることに関心を持つ。タ
ンパク質やＲＮＡとタンパク質の構造，および転
写と翻訳のしくみ、遺伝情報をゲノムととらえる
こと及びゲノム医療など最新の医学的話題にも関
心を持つ。

〇 〇 〇
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第４章　免疫
【知識及び技能】生体防御には異
物に対する防御と自然免疫，獲得
免疫があることを理解できるよう
になる。微生物が共通してもつパ
ターンを認識しての防御反応であ
ることを理解できるようになる。
免疫寛容に関係するリンパ球の選
択を理解し、生体に異物が侵入し
てから起こる経過を体液性免疫と
細胞性免疫にわけて理解できるよ
うになる。予防接種，ワクチンと
免疫の関係がわかるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】マ
クロファージの食作用を観察して
免疫について考えることができ、
自然免疫を獲得免疫と対比させて
考えることができるようになる。
体液性免疫と細胞性免疫を説明で
き、アレルギーなどの免疫反応を

免疫とそれにかかわる物質や細胞
の働きについて理解する。
・教材
教科書、図説、問題集、ICT教材

【知識及び技能】生体防御には異物に対する防御
と自然免疫，獲得免疫があることを理解する。微
生物が共通してもつパターンを認識しての防御反
応であることを理解する。免疫寛容に関係するリ
ンパ球の選択を理解し、生体に異物が侵入してか
ら起こる経過を体液性免疫と細胞性免疫にわけて
理解する。予防接種，ワクチンと免疫の関係がわ
かる。
【思考力、判断力、表現力等】マクロファージの
食作用を観察して免疫について考えることがで
き、自然免疫を獲得免疫と対比させて考えること
ができる。体液性免疫と細胞性免疫を説明でき、
アレルギーなどの免疫反応を例をあげて説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】免疫とそれにかか
わる細胞の働きについて調べようとし、免疫のし
くみに関心を持つ。予防接種や感染症との関連も
含めて，免疫に関する話題に興味を持つ。

○ ○ ○ 8

第３章　ヒトの体の調節
【知識及び技能】体内環境とは体液
の環境であり，恒常性が重要である
こと、体液の成分や働き，循環系を
理解出来るようにする。心拍は自律
神経によってもアドレナリンという
ホルモンによっても調節を受けてい
ることを理解できるようにする。特
定の内分泌腺からは特定のホルモン
が分泌され，血液で運ばれてきまっ
た細胞に働き、ホルモン量はフィー
ドバック調節されていることを、血
糖濃度調節の仕組みを通して理解さ
せる。体温調節の仕組み、体内の水
分調節の仕組みを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】生物
の体内環境は一定に保たれており、
恒常性は、循環系を原動力に様々な
臓器の働き・調節により維持されて
いることを理解する。体液の恒常性
における肝臓や腎臓の働きを考える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体内
環境の恒常性に関心を持ち、体内環
境の恒常性に自律神経がかかわって
いることを調べようとするようにな
る。多様なホルモンが特定の内分泌
腺から分泌されていることや肝臓・
腎臓の機能に関心を持ち，体液の恒
常性に果たす役割を知ろうとするよ

体内環境の恒常性が保たれている
しくみを理解する。体内環境の維
持に自律神経とホルモンがかか
わっていることを理解する。
・教材
教科書、図説、問題集、ICT教材

【知識及び技能】体内環境とは体液の環境であ
り，恒常性が重要であること、体液の成分や働
き，循環系を理解する。心拍は自律神経によって
もアドレナリンというホルモンによっても調節を
受けていることを理解する。特定の内分泌腺から
は特定のホルモンが分泌され，血液で運ばれてき
まった細胞に働き、ホルモン量はフィードバック
調節されており、血糖濃度とインスリン濃度の効
果を理解することができる。体温調節には，肝臓
や筋肉汗腺が重要な働きをしていることがわか
る。水分調節はバソプレシンや，鉱質コルチコイ
ドの作用により水が再吸収されることがわかる。
【思考力、判断力、表現力等】生物の体内環境が
一定に保たれており、循環系と体液の働きを考え
ることができる。動物の恒常性が自律神経および
ホルモンにより器官の活動が調節されており，
フィードバック調節されていることを考えること
ができる。体液の恒常性における肝臓や腎臓の働
きを考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】体内環境の恒常性
に関心を持ち、体内環境の恒常性に自律神経がか
かわっていることを調べようとする。多様なホル
モンが特定の内分泌腺から分泌されていることや
肝臓・腎臓の機能に関心を持ち，体液の恒常性に
果たす役割を知ろうとする。

○ ○

○ 〇 1
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第４章　免疫
【知識及び技能】生体防御には異
物に対する防御と自然免疫，獲得
免疫があることを理解できるよう
になる。微生物が共通してもつパ
ターンを認識しての防御反応であ
ることを理解できるようになる。
免疫寛容に関係するリンパ球の選
択を理解し、生体に異物が侵入し
てから起こる経過を体液性免疫と
細胞性免疫にわけて理解できるよ
うになる。予防接種，ワクチンと
免疫の関係がわかるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】マ
クロファージの食作用を観察して
免疫について考えることができ、
自然免疫を獲得免疫と対比させて
考えることができるようになる。

免疫とそれにかかわる物質や細胞
の働きについて理解する。
・教材
教科書、図説、問題集、ICT教材

【知識及び技能】生体防御には異物に対する防御
と自然免疫，獲得免疫があることを理解する。微
生物が共通してもつパターンを認識しての防御反
応であることを理解する。免疫寛容に関係するリ
ンパ球の選択を理解し、生体に異物が侵入してか
ら起こる経過を体液性免疫と細胞性免疫にわけて
理解する。予防接種，ワクチンと免疫の関係がわ
かる。
【思考力、判断力、表現力等】マクロファージの
食作用を観察して免疫について考えることがで
き、自然免疫を獲得免疫と対比させて考えること
ができる。体液性免疫と細胞性免疫を説明でき、
アレルギーなどの免疫反応を例をあげて説明でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】免疫とそれにかか
わる細胞の働きについて調べようとし、免疫のし
くみに関心を持つ。予防接種や感染症との関連も
含めて，免疫に関する話題に興味を持つ。

○ ○ ○ 8

1

３
学
期

第１章　生物の特徴～第６章　生
態系とその保全

問題演習を通して理解を深める。
・教材
教科書、図説、問題集、ICT教材

【知識及び技能】生物基礎の内容について、知
識・技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】生物基礎の内容に
ついて、思考力・判断力・表現力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】生物基礎の内容に
ついて、興味・関心を持つ。

○ ○ ○ 10

定期考査

定期考査
○ ○ 〇

２
学
期

合計

70

○ ○ 〇 1


